
分類　： 会議録

作成日 2025年2月27日

2025/02月27日

《　 議　　事　　録 　》 作成

令和6年度　第6回主任相談支援部会 鎌 田

日　時 10:00～12:00

場　所 大和高田市役所　4階会議室

出 席 者
大竹（もちつもたれつ）、阪本（圏域M）、高橋（葛城社協）、秋本（ふわら）
矢部（青垣園）、撫養（ひまわり学園）、寺元（大和高田市）、鎌田（なっつ）（順不同）

内　容

次回：2025年4月24日（木）10：00～大和高田市役所

項　　　目

１）事業評価シートの作成 ・各地域の評価については4月に共有を行う。
・各事業所の評価の共有→まずは各地域の事業所の情報を集め共有する。
・悪質な事業所が増。相談員が「あれ、おかしい」と思う視点を養う。それと同時
に相談員が抱え込まず話せる場が必要。
・ネットには良いように事業所情報が掲載されているが実質は情報どおりではな
い。社会資源紹介のパンフレットを作成するのであれば、本当に知りたい情報を掲
載。

2)　研修会の企画 ・相談支援従事者初任者研修　10月頃の予定。
・特定事業所対象とした研修会を開催（6月頃）
　内容について（案）
　　加算についての説明（医保児連携加算の利用等、説明/大和高田市）
　　就労選択支援（講師：ブリッジ青木氏が候補）
　　支援者のアセスメント力を高めることが課題。アセスメントに着目した講演を
実施。　立命館大学/萩原浩史先生が候補。大竹さんから萩原先生に依頼。

４）総括 色々と話をできるのが良い
・違う地域の主任相談員と話せ、幅広い知識を得られた。援助技術も学べて、自己
研鑽の場になった。
・主任相談支援部会が立ち上がったのは県内で初めて、誇らしく思う。主任相談員
としての役割をこなしていく伝えていくことがこれからも求められる。お互いが話
せる場があることは大事である。
・大人のケースが聞ける機会があれば良い。先を見据えた支援を知ることで先を見
れる。身近な実践を地域の人たちが知れる機会があると良い。
・困りごとを全て福祉サービスで解決するわけではない。支援者のアセスメント力
の向上が求められている。必要な人に必要なサービスが提供できれば、社会保障費
の高騰も抑えることができる。
・当初の計画どおりの活動ができたと思う。主任相談支援部会では地域の支援者の
育成が求められている。継続して活動していく必要がある
・

３）2025年度の部会について ・部会継続の有無について→継続することを部会内で決定する。3月の運営員会で
継続の有無を議題に上げる。

・2025年度の部会長/秋本さん、副部会長/矢部さん

・2025年度年間スケジュール
　4月　地域評価のまとめ、6月の研修準備
　6月　研修
　8月　初任者研修の受け入れ準備
 10月　初任者研修の受け入れ
 12月　振り返り
  2月　総括、次年度方針

・新規、主任相談員の部会への参加について
　直近で協議会に加入されていない人（全体会を除く）は、1年間、協議会の見
学、各部会への参加をお願いする。1年終えた後に、部会参加への意思確認を行
う。
（必要とするのは、地域の課題を把握し、協議会、主任部会でどのように取り組み
たいのかとの考え）
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